
第 33 回肺塞栓症研究会学術集会 プログラム 
 

会 期： ２０２６年１１月１５日（日曜日） 
会 場： 国際医療福祉大学 東京赤坂キャンパス ３階 E３０２＋３０３」 
当番世話人： 中村 真潮、 山下 侑吾 
参 加 費： 会員 無料 ／ 非会員 3,000 円 

 
 

9:20～9:25  開会挨拶 

 
   第 33 回学術集会 当番世話人 山下 侑吾 
 
 

9:25～10:05  一般演題１ 
座長： 荻原 義人（三重大学医学部附属病院 循環器内科） 

田邉 康宏（聖マリアンナ医科大学 循環器内科） 

 
O1-1 「内科系入院患者の転倒・転落は外科系入院患者より多い 

―内科系入院患者に対する抗凝固予防の危険性―」 
山本 尚人（浜松医療センター、血管外科・医療安全管理室） 

 
O1-2 「入院時の静脈血栓塞栓症リスク評価拡大による変化と課題」 

山本 尚人（浜松医療センター、血管外科・医療安全管理室） 
 
O1-3 「重度貧血を伴う来院時心肺停止を来した肺塞栓症の一例」 

内本 雅喜（枚方公済病院 循環器内科 ） 
 
O1-4 「大腸癌化学療法によるエドキサバン血中濃度の影響についての検討」 

池田 正孝（兵庫医科大学消化器外科学講座下部消化管外科） 
 

10:05～10:45  一般演題２ 
座長： 山本 剛（日本医科大学付属病院 心臓血管集中治療科） 

小泉 淳（千葉大学医学部 放射線科画像診断センター） 

 
O2-1 「潜在性腸骨静脈圧迫症候群を伴った有痛性青股腫の一例」 

辻 祐樹（三重大学医学部附属病院 循環器内科） 
 
O2-2 「血管内超音波で腸管による総腸骨静脈の動的圧迫をリアルタイムに描出し得た深部静脈血栓症の 1 例」 

佐藤 徹（三重大学医学部附属病院 循環器内科） 
 
O2-3 「当センターにおける急性深部静脈血栓症に対する新規血栓除去デバイスの治療成績」 

三好 由（国立循環器病研究センター 肺循環科） 
 
O2-4 「肺動脈バルーン拡張術を含めた集学的治療により VA-ECMO を離脱しえた 

慢性血栓塞栓性肺高血圧症の一例」 
縄田 遼（国立循環器病研究センター心臓血管内科部 肺循環科） 

 
 

＜10:45～10:50  休憩＞ 
 



10:50～11:50  MSD 株式会社共催  スポンサードシンポジウム 
「一歩進んだ CTEPH 診療マネジメント〜見逃さない早期診断と、進化する治療戦略〜」 

座長： 田邉 信宏（千葉県済生会習志野病院） 

 
SS-1 「CTEPH 診療の最適化 −早期診断と医療連携の重要性−」 

安西 淳（慶應義塾大学医学部 循環器内科） 
 
SS-2 「CTEPH 治療の今を考える ～BPA と薬物療法を活かした治療戦略～」 

佐藤 大樹（東北大学病院 循環器内科） 
 

＜11:50～12:00  休憩＞ 
 

12:00～13:00  第一三共株式会社  ランチョンセミナー 
「ガイドライン Before/After ～今の私の Strategy～」 

座長： 木下 秀之（京都大学大学院医学研究科 地域医療システム学講座） 

 
LS-1 「VTE・CTEPH ～エビデンスから迫る！～」 

細川 和也（九州大学 ARO 次世代医療センター） 
 
LS-2 「VTE・CTEPH ～臨床から迫る！～」 

伊波 巧（杏林大学医学部 循環器内科学教室） 
 

＜13:00～13:10 休憩＞ 
 

13:10～14:10  要望演題「特殊な静脈血栓塞栓症の診療の課題と工夫」 
「肺塞栓症治療後の長期予後と Post-PE 症候群」 

座長： 後藤 信哉（東海大学医学部内科学系 循環器内科） 
保田 知生（CVL アトラ新町クリニック） 

 
RP-1 「救命し得た進行胃癌関連肺腫瘍塞栓性微小血管症の経験から」 

小林 壮一朗（三重大学医学部附属病院 循環器内科） 
 
RP-2 「低用量ピルと第Ⅷ因子活性高値が発症の要因と考えられた若年女性競泳選手の肺塞栓症の１例」 

神田 順二（済生会新潟県央基幹病院 循環器内科） 
 
RP-3 「特発性血栓症の臨床的特徴ならびにクローン性造血との関連」 

林 浩也（国立循環器病研究センター 心臓血管内科部門 肺循環科） 
 
RP-4 「Fontan 循環における肺塞栓症診療の課題：4 症例 5 イベントの診療経験からの検討」 

遠藤 寛之（国立循環器病研究センター 小児循環器内科・成人先天性心疾患センター） 
 
RP-5 「第一子妊娠後期に HIT を併発した中枢型 DVT 症例の第二子の妊娠・分娩管理」 

中村 和人（山梨大学医学部附属病院 総合診療部 循環器内科） 
 
RP-6 「急性肺塞栓症後の肺血流改善と換気効率障害の乖離」 

倉石 敦史（国立循環器病研究センター 肺循環科） 
 

14:10～14:20  総会 

 

14:20～14:25 優秀演題賞 発表および授与 



＜14:25～14:30  休憩＞ 
 

14:30～16:00  特別企画「私と肺塞栓症研究会～未来に向けて～」 
座長： 小林 隆夫（浜松医療センター） 

中村 真潮（陽だまりの丘なかむら内科） 

 
＜オープニングリマークス＞ 

「肺塞栓症研究会の沿革」  
中村 真潮 （陽だまりの丘なかむら内科） 

 
＜講演＞ 
SP-1 「静脈血栓塞栓症予防ガイドラインの策定と肺血栓塞栓症予防管理料について」 

山田 典一 （桑名市総合医療センター、三重大学） 
 
SP-2 「肺塞栓症研究会が CTEPH 研究に果たした役割」 

田邉 信宏 （千葉県済生会習志野病院） 
 
SP-3 「静脈疾患への肺塞栓症研究会の貢献 ―心臓血管外科と日本静脈学会の視点からー」 

孟 真 （並木クリニック、横浜市立大学外科治療学、横浜南共済病院） 
 
SP-4 「肺塞栓症研究会による全国調査とエビデンスの創出～COVID-19 の取り組み～」 

山下 侑吾 （京都大学大学院 循環器内科） 
 
SP-5 「日本循環器学会ガイドライン策定と肺塞栓症研究の未来」 

田村 雄一 （国際医療福祉大学医学部 循環器内科学） 
 
＜パネルディスカッション＞ 

 「肺塞栓症研究会の道しるべと次世代への期待」 
パネリスト： 荻原義人、田邉康宏、田村雄一、山下侑吾、山本 剛 

 
＜クロージングリマークス＞ 

小林 隆夫 （浜松医療センター） 
 

16:00～16:05  閉会挨拶 

 
   第 33 回学術集会 当番世話人 中村 真潮 
 

 

学術集会に参加される皆様へ 全員懇親会のご案内 
日  時： 2026 年 11 月 15 日（日曜日）16:10～17:40 

会  場： 国際医療福祉大学 東京赤坂キャンパス E304 

形  式： 立食 

参加費： 無料 

参加者： 本学術集会 参加者 

 

肺塞栓症研究会 役員の皆さま  世話人会のご案内 

日 時： 11 月 15 日（日曜日） 8:30～9:15 

      会 場： 国際医療福祉大学 東京赤坂キャンパス  E304 

 


